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今
後
も
、「
地
域
お
こ
し
・
人
お
こ
し
」
を
め
ざ
し
て

柏
専
学
院・新
潟
産
業
大
学 

創
立
70
周
年
を
迎
え
る

学
校
法
人

柏
専
学
院・新
潟
産
業
大
学 

創
立
70
周
年
を
迎
え
る

学
校
法
人

　

わ
が
母
校
の
新
潟
産
業
大
学
は
、
本
年

度
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

70
周
年
の
起
点
は
、
昭
和
22
年
６
月
に

遡
り
ま
す
。

　

同
年
６
月
２
日
、
当
時
参
議
院
議
員　

下
條
恭
平
先
生
が
柏
崎
専
門
学
校
を
柏
崎

市
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

下
條
先
生
は
、
昭
和
20
年
終
戦
の
と
き

「
戦
後
日
本
の
再
建
・
発
展
と
平
和
で
幸

福
な
社
会
の
建
設
は
、
若
い
人
材
の
育
成

に
在
り
」
と
い
う
使
命
感
と
大
望
を
抱
い

て
柏
崎
専
門
学
校
を
設
立
し
た
の
で
す
。

　

昭
和
22
年
６
月
、
第
１
回
入
学
式
が
あ

り
経
済
科
65
名
・
被
服
科
15
名
の
合
計
80

名
で
出
発
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
25

年
３
月
に
晴
れ
の
卒
業
式
を
む
か
え
ま
し

た
。

　

第
１
回
の
卒
業
生
か
ら
今
日
の
新
潟
産

業
大
学
第
26
期
卒
業
生
ま
で
、
わ
が
母
校

は
１
万
人
以
上
の
卒
業
生
が
、
全
国
各
地

お
よ
び
外
国
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
名
称
は
、
過
去
改
称
さ
れ
て
い

ま
す
が
創
立
当
時
か
ら
本
年
度
ま
で
の
卒

業
生
は
、
仲
間
で
あ
り
、
同
窓
生
で
あ
り
、

同
期
の
仲
間
と
し
て
絆
が
あ
り
結
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

わ
が
母
校
の
歴
史
を
ひ
も
と
い
て
み
ま

し
た
。

⃝

昭
和
22
年
６
月 

柏
崎
専
門
学
校
創
立

⃝

昭
和
25
年
４
月 

柏
崎
短
期
大
学
設
立

認
可
・
開
校

⃝

昭
和
33
年
４
月 

新
潟
短
期
大
学
と
改

称　

附
属
高
等
学
校

併
設

⃝

昭
和
37
年
10
月 

新
潟
短
期
大
学
安
田

校
舎
へ
移
転

⃝

昭
和
62
年
12
月 

新
潟
産
業
大
学
設
置

認
可

⃝
昭
和
63
年
４
月 

新
潟
産
業
大
学
設
立

軽
井
川
に
校
舎
移
転

⃝

昭
和
63
年
４
月 

新
潟
産
業
大
学
開
学

⃝

平
成
６
年
４
月 

新
潟
産
業
大
学
人
文

学
部
開
設

⃝

平
成
９
年
10
月 
学
園
創
立
50
周
年
・

大
学
開
学
10
周
年
記

念
式
典

⃝

平
成
16
年
４
月 

経
済
学
部
産
業
学
科

開
設

⃝

平
成
26
年
11
月 

柏
崎
市
長
に
「
新
潟

産
業
大
学
の
公
立
大

学
法
人
化
」
要
望
書

提
出

⃝

平
成
29
年
６
月 

創
立
70
周
年

文
責
・
事
務
局 　
　
　

（
短
17
期
）
内
山
和
博

学
校
法
人 

柏
専
学
院   

理
事
、
評
議
員

理
　事 

樋
口
　栄
治
（
短
18
期
）

理
　事 

星
野
　康
夫
（
大
１
期
）

評
議
員 

土
田
　
　茂
（
短
21
期
）

評
議
員 

星
野
　康
夫
（
大
１
期
）

評
議
員 

高
橋
　和
規
（
大
２
期
）

評
議
員 

樋
口
　栄
治
（
短
18
期
）

（
校
友
会
会
員
で
理
事
、
評
議
員
の
方
）

◎
新
潟
産
業
大
学
の
設
立
経
過
等
に
つ
い
て
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校
友
会
の
皆
様
、
日
頃
よ
り
本
学
に
対

し
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

学
長
職
１
期
４
年
を
勤
め
終
え
ま
し
た

が
、
さ
る
平
成
29
年
２
月
８
日
の
理
事
会

に
お
い
て
学
長
選
考
が
行
わ
れ
、
引
き
続

き
２
期
目
を
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

私
の
２
期
目
の
所
信
で
す
が
、
や
る
と

決
め
た
以
上
、
健
康
の
許
す
か
ぎ
り
全
力

を
尽
く
し
て
頑
張
り
ま
す
。
私
は
、
本
学

を
「
地
域
の
若
者
が
入
学
し
た
く
な
る
よ

う
な
魅
力
の
あ
る
大
学
」
に
発
展
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
大
き

く
は
5
つ
の
方
策
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

①
公
立
大
学
法
人
化
す
る
こ
と
、
②
キ

ャ
ン
パ
ス
を
市
街
地
に
設
置
す
る
こ
と
、

③
大
学
改
革
を
断
行
す
る
こ
と
、
④
強
力

な
募
金
体
制
を
作
る
こ
と
、
⑤
国
際
交

流
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
発
展
さ
せ
る

こ
と
、
こ
の
５
つ
で
す
。

①　
「
公
立
大
学
法
人
化
す
る
こ
と
」
は
、

本
学
喫
緊
の
課
題
で
す
。
地
元
有
識
者

の
方
々
が
、
現
在
「
意
見
広
告
」
を
出

そ
う
と
準
備
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
し
、
地
元
市
民
に
対
す
る
署
名
活

動
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
こ
の
課
題
は
、
新
市
長
、
市
議

会
の
賛
同
を
得
て
、
是
非
と
も
早
期
実

現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
公
立
大

学
法
人
化
を
目
指
す
本
学
の
活
動
経

過
の
概
略
を
別
表
に
記
し
ま
し
た
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②　
「
キ
ャ
ン
パ
ス
を
市
街
地
に
設
置
す

る
こ
と
」
は
、
学
生
に
と
っ
て
魅
力
の

あ
る
大
学
に
な
る
大
き
な
要
件
の
１
つ

で
す
。
学
生
を
市
の
中
央
か
ら
離
れ
た

辺
鄙
な
場
所
に
隔
離
し
て
お
く
の
は
、

学
生
の
た
め
に
な
り
ま
せ
ん
。
市
の
活

性
化
に
と
っ
て
も
も
っ
た
い
な
い
こ
と

で
す
。
駅
前
通
り
、本
町
通
り
に
学
生
、

若
者
が
溢
れ
て
い
れ
ば
街
が
活
気
づ

き
、
消
費
も
拡
大
し
ま
す
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
そ
の
設
置
費
用
を
最
初
か
ら

公
費
だ
け
に
頼
る
の
は
無
理
で
し
ょ
う

か
ら
、学
納
金
（
学
生
数
）
の
拡
大
、「
新

潟
産
業
大
学
基
金
」
の
増
加
な
ど
の
自

助
努
力
に
よ
り
、
徐
々
に
進
め
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

③
　「
大
学
改
革
を
断
行
す
る
こ
と
」
は
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
最
も
重
要
な
課

題
で
す
。
大
学
の
管
理
運
営
体
制
の
構

築
は
か
な
り
進
み
ま
し
た
。
公
立
大
学

法
人
化
後
の
新
し
い
大
学
に
向
け
て
、

地
域
の
た
め
の
大
学
作
り
を
め
ざ
す

教
学
の
新
体
制
を
確
立
す
べ
く
、
す
で

に
そ
の
検
討
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
公
立
大
学
法
人
化
し
て
も
、
本

学
が
よ
り
魅
力
の
あ
る
大
学
に
変
わ

ら
な
け
れ
ば
、
地
域
の
人
々
、
学
生
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ん
の
支

持
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

私
は
、
４
年
間
学
長
職
に
あ
り
資

金
不
足
を
痛
感
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
収
入
の
多
く
を
学
納
金
だ
け
に
頼

っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
資
金
が
な
け
れ

ば
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
市
の
中
心
部
に

サ
ブ
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
置
し
た
い
、
現

キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境
整
備
、
美
化
を
進

め
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
資
金
が
必
要

で
す
。

④　
「
強
力
な
募
金
体
制
を
作
る
こ
と
」

に
つ
い
て
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

中
に
「
地
元
大
学
支
援
」
を
導
入
す
る

な
ど
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
も
っ
て
、
資

金
活
動
を
一
新
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
別
途
、「
新
潟
産
業
大
学
基
金
」

の
ご
案
内
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
、
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

⑤
　「
国
際
交
流
、
留
学
生
の
受
け
入
れ

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
」
も
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
や
国
際
化
の
時
代

で
す
。
地
方
の
小
規
模
大
学
と
い
え
ど

も
、
国
際
化
は
重
要
で
す
。
そ
の
際
、

世
界
の
多
く
の
国
々
、
地
域
と
の
交
流

も
大
切
で
す
が
、
一
点
豪
華
主
義
と
申

し
ま
す
か
、
１
つ
の
国
あ
る
い
は
地
域

と
の
交
流
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
特

に
重
点
を
置
き
、
小
さ
な
地
方
大
学
の

特
色
を
出
す
こ
と
を
考
え
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
29
年
、
本

学
は
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
記

念
す
べ
き
年
に
本
学
を
発
展
さ
せ
る
た
め

の
取
組
み
を
益
々
加
速
さ
せ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

校
友
会
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
を
心
よ

り
お
願
い
申
し
あ
げ
る
次
第
で
す
。

学
長
　北
　原
　保
　雄

学
長
二
期
目
に
あ
た
っ
て
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　新潟産業大学では、教育研究活動全般の充実・発
展を図るため、広くご寄付をお願いしております。
　寄付金は、地域高等教育の府として社会的責任を
担う本学にとって、学費や補助金に次ぐ、第三の収入
といえるものです。いただきましたご厚志は、「地域
社会や企業を主体的に支える人材の育成」という本学
の教育理念の達成のために活用させていただきます。
　何卒、皆様の格別のご支援をお願い申し上げます。

■募金の金額　一口　5,000円（複数口をいただければ幸いです。）
■募金の払込方法
　同封の「青色の振込用紙」にご記入のうえ郵便局からお振込下さい。
■寄付金控除について
　所得税の寄付金控除の措置を受けることができます。
■寄付者名簿の公表について
　ホームページ、学報等で寄付者の御芳名を公表することに同意され
る方は、振込用紙通信欄にその旨チェックをお願い致します。

新潟産業大学基金のお願い

※ご不明の点は、新潟産業大学総務課まで。
総務課 ℡0257-24-6655

募金要項

公立大学法人化を目指す活動経過の概略

平成26年１月 長岡造形大学を、本学教職員が訪問調査。

４月 「学長・副学長等会議」において、本学の公立大学法人化検討開始。

５月 柏崎市長と学長が会談。

７月 柏崎市長と学長が会談。

文部科学省を訪問調査（学長、柏崎市長、本学教職員等）。

８月 総務省を訪問調査（学長、柏崎市長、本学教職員等）。

10月 柏崎市長と学長が会談。

11月 「産大の公立大学法人化について（要望）」を柏崎市長に提出

平成27年１月 本学の公立大学法人化の調査検討のために、柏崎市は企画政策課に担当者を配置。

６月 市議会総務委員会において、｢柏崎市は産大の公立大学法人化も選択肢の一つであるとは認識し
ているが、それを直ちに受け入れると判断できる段階にはない｣ ただ、大学の魅力向上のため
市民の理解を得ながら、これまで以上の支援を行うと表明。

７月 柏崎市の産大への補助金事業の検討会議「産大魅力向上検討会」設置。
平成27年度柏崎市私立大学学生募集支援補助金：630万円（産大への補助金）

平成28年３月 ｢新潟産業大学改革プラン（平成28年度～平成32年度）」と冊子『新潟産業大学の公立大学法人
化に向けて』を柏崎市長に提出。

平成28年度新潟産業大学魅力向上支援事業：２千万円（産大への補助金）

６月 市議会全員協議会開催。学長が「新潟産業大学の公立大学法人化の必要性」「市民の大学として、
新潟産業大学を発展させること」について訴える。

７月～８月 市議会のすべての会派と無所属議員を、「学長・副学長等会議」のメンバーが巡回訪問。あらた
めて公立大学法人化の必要性を説明。

11月 柏崎市長選挙。櫻井雅浩氏が新市長として当選。選挙期間中、櫻井候補に公立大学法人化の必
要性を訴える。

平成29年１月 柏崎市賀詞交換会にて、新市長はじめ市の有力者、有識者に本学の公立大学法人化に関しお願
いした。

市議会定例会の一般質問において、櫻井市長は、産大の公立大学法人化の要望について「平成
29年度中に一定の方向性を出したい。」「市民と大学双方にプラスになることが重要であり、学
部構成の見直しを含めて検討する。」と回答。

櫻井市長が本学に来校。学長と懇談。
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新
潟
産
業
大
学
は
６
年
前
か
ら
、
新

宿
髙
島
屋
で
「
大
学
は
美
味
し
い
!!
」

と
い
う
イ
ヴ
ェ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
そ

れ
か
ら
毎
年
、
柏
崎
の
特
産
品
（
産
大

コ
ラ
ボ
）
を
展
示
、販
売
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
も
と
も
と
新
潟
県
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
始
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。

そ
ん
な
縁
で
産
大
に
も
声
が
か
か
り
、

「
参
加
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
う
の
も
口
惜

し
い
の
で
、
青
栁
先
生
を
先
頭
に
水
球

部
の
学
生
を
中
心
と
し
て
、
産
大
も
髙

島
屋
に
２
０
１
２
年
、
初
お
目
見
え
し

た
の
で
し
た
。

　

以
後
、
権
田
先
生
の
指
揮
の
も
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
な
が
ら

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
販
売
す
る
商

品
は
、
阿
部
ゼ
ミ
の
収
穫
し
た
農
薬
を

使
わ
な
い
米
の
入
っ
た
「
た
な
米
」（
新

野
屋
「
網
代
焼
き
」
せ
ん
べ
い
の
ヴ
ァ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
を
筆
頭
に
、「
縄
文
ク

ッ
キ
ー
」（
十
日
町
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作

品
）、高
柳
の
青
大
豆
を
使
っ
た「
フ
フ
豆
」

（
留
学
生
が
ネ
ー
ミ
ン
グ
、「
フ
フ
」
は
モ

ン
ゴ
ル
語
で
「
青
い
」）、「
青
濤
」（
校
友

会
の
名
を
冠
し
て
、
原
酒
造
の
純
米
酒
を

も
と
に
学
生
が
産
大
ラ
ベ
ル
・
ボ
ト
ル
を

考
案
）
な
ど
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
き
ま

し
た
。

　
「
た
な
米
」
は
単
な
る
コ
ラ
ボ
米
菓
で

は
な
く
、「
風
輪
通
貨
」
と
い
う
地
域
通

貨
の
原
資
と
し
て
の
米
作
り
の
副
産
物
で

も
あ
り
ま
す
。「
風
輪
通
貨
」
は
地
域
振

興
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
産
大
の
ひ
と
つ
の

試
み
と
し
て
、
地
域
の
お
金
を
地
域
で
回

そ
う
と
い
う
画
期
的
な
実
験
な
の
で
す
。

　

ま
た
新
宿
髙
島
屋
で
の
販
売
に
参
加
す

る
学
生
の
働
き
ぶ
り
を
見
て
い
る
と
、
東

京
の
デ
パ
ー
ト
で
の
販
売
体
験
が
い
わ
ば

ミ
ニ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
な
っ
て
お

り
、
学
生
の
こ
れ
か
ら
始
ま
る
人
生
の
糧

に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
感
じ
ら
れ

ま
す
。「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
や
「
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
」
な
ど
の
座
学
を
よ
り
深
め

る
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
成
長
の
場
と
し
て
の
社
会
体
験
な
の

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
学
生
が
移
動
や
宿

泊
を
交
替
交
替
で
や
り
く
り
し
な
が
ら
、

１
週
間
に
も
わ
た
る
東
京
遠
征
を
す
る
意

味
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
事
業
に

際
し
、
校
友
会
か
ら
物
心
両
面
の
多
大
な

ご
援
助
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

売
り
場
に
来
て
下
さ
っ
た
卒
業
生
の
み

な
さ
ま
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
今
年
も
５
月
18
日
か
ら
６
日
間
、
産

大
は
新
宿
髙
島
屋
に
出
店
し
ま
す
。
是
非

と
も
先
輩
方
の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

《
大
学
は
美
味
し
い
!!
》
フ
ェ
ア
に
参
加
し
て

経
済
学
部
文
化
経
済
学
科
　
副
学
長
　  

梅
比
良 

眞
史

ッ
キ
ー
」（
十
日
町
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
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新
潟
産
業
大
学
経
済
学
部
文
化
経
済
学

科
の
金
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
２
０
１
４
年
十

日
町
市
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、「
縄
文
ク

ッ
キ
ー
お
う
く
ん
と
か
え
ん
ち
ゃ
ん
」
の

商
品
化
を
実
現
し
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を

活
か
し
、
２
０
１
６
年
９
月
に
「
良
寛
と

貞
心
尼
の
歌
物
語
」
ク
ッ
キ
ー
の
商
品
化

を
実
現
し
ま
し
た
。

　

江
戸
後
期
に
越
後
の
地
で
生
ま
れ
た
、

良
寛
と
貞
心
尼
の
優

れ
た
歌
物
語
を
多
く

の
人
々
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
商
品
企
画
を

始
め
た
も
の
で
、
新

潟
工
科
大
学
デ
ジ
タ

ル
デ
ザ
イ
ン
研
究
室

の
技
術
支
援
（
て
ま

り
サ
ブ
レ
の
型
の
製

作
）、
大
手
食
品
メ

ー
カ
ー
株
式
会
社
ブ

ル
ボ
ン
と
老
舗
和
菓

子
店
株
式
会
社
最
上

屋
、
柏
崎
社
会
福
祉

法
人
ロ
ン
グ
ラ
ン
の

協
力
を
得
て
商
品
化

し
ま
し
た
。

　

商
品
は
江
戸
時
代

の
手
毬
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
て
ま

り
ク
ッ
キ
ー
が
特
色
を
な
し
、

そ
れ
に
消
費
者
が
好
む
チ
ョ
コ

チ
ッ
プ
ク
ッ
キ
ー
、
バ
タ
ー
ク

ッ
キ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
い
ま

す
。

　

商
品
の
イ
ラ
ス
ト
と
漫
画
は

本
学
の
２
年
生
が
作
画
し
、
金

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
４
年
生
３
名
が

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を
行

い
ま
し
た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
制

作
過
程
で
本
学
の
権
田
恭
子
講

師
が
指
導
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

商
品
は
柏
崎
社
会
福
祉
法
人

ロ
ン
グ
ラ
ン
の
店
舗
、
和
菓
子

店
最
上
屋
の
柏
崎
・
長
岡
の
店
舗
を
始
め
、

柏
崎
・
長
岡
・
出
雲
崎
地
域
の
道
の
駅
、

観
光
施
設
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
９
月
末
か
ら
の
発
売
開
始
か
ら
３
个

月
で
１
０
０
０
箱
（
個
）
を
超
え
る
売
り

上
げ
を
達
成
し
ま
し
た
。
商
品
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
の
良
寛
と
貞
心
尼
の
歌
物
語
の
イ
ラ

ス
ト
と
漫
画
が
今
風
で
可
愛
い
と
い
う
評

価
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

金
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、「
縄
文
ク
ッ
キ
ー

お
う
く
ん
と
か
え
ん
ち
ゃ
ん
」
ク
ッ
キ
ー

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
こ
の
商
品
も
人
気

商
品
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

金
ゼ
ミ
は
縄
文
ク
ッ
キ
ー
と
良
寛
と
貞

心
尼
の
歌
物
語
ク
ッ
キ
ー
を
商
品
企
画
し

た
実
績
に
よ
っ
て
第
14
回
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｓ
地
域

活
性
化
大
賞
の
奨
励
賞
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

経
済
学
部
教
授
　  

金
　 

光
　
林

「
良
寛
と
貞
心
尼
の
歌
物
語
」
ク
ッ
キ
ー
が
で
き
る
ま
で
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新
潟
産
業
大
学
校
友
会
本
部
青
年
部
懇
親
会
開
催

平
成
28
年
度

【
ゲ
ス
ト
：
新
潟
産
業
大
学
経
済
学
部
准
教
授
　
蓮
池
　
薫
　
先
生
】

本
部
青
年
部
事
務
局
長
　
海
南
　
李
江
（
大
３
期
）

　平成28年11月５日（土）18：30から長岡の桜亭台町茶寮にて、「平成28年度新潟産

業大学校友会懇親会」を開催しました。今年度は、ゲストに新潟産業大学経済学部准

教授の蓮池薫先生をお迎えし、歓談形式での実施となりました。

　蓮池先生からは、北朝鮮に拉致された当日の様子から、拉致せざるを得ない当時の

北朝鮮の社会情勢や国際情勢など、この場だからこそ聞ける貴重なお話しがうかがえ、

とても有意義な時間を過ごさせていただきました。その後、それぞれ在学当時の話し

や、卒業後の近況などを盛り込みながら自己紹介を行いました。自己紹介後は、自由

形式での歓談会を設け、蓮池先生に自由に質問したり、ツーショットで写真撮影をし

たりと笑顔の絶えない懇親会となりました。蓮池先生からも、今後も力になれること

があればいつでも声をかけてほしいと、心強いお言葉を頂戴し、約２時間半の会は、

星野副部長の閉会の挨拶をもってあっという間にお開きとなりました。

　「来年もまた会いましょう！」の合言葉で解散となりました。会員の皆さま、平成

29年度も青年部はやりますよ！ご期待ください！！！

▼ 青年部 高橋部長 挨拶

▲蓮池准教授から
　ご挨拶

▲乾 杯自由に歓談▲

　平成28年11月５日（土）18：30から長岡の桜亭台町茶寮にて、「平成28年度新潟産

業大学校友会懇親会」を開催しました。今年度は、ゲストに新潟産業大学経済学部准

【全員で記念撮影】
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新潟産業大学に学ぶ学生達の活躍
　２月４日（土）、柏崎市西山ふ
るさと館において「平成28年柏
崎市体育協会優秀体育人Ｂ表彰
式」が行われ、本学団体６組、個
人７名の学生が受賞しました。

　この表彰は、柏崎市体育協会が、
優秀な競技実績をあげ柏崎地域の
体育・スポーツの振興に功績のあった団体や個人に対し毎年行っているものです。

　本学からは、「優秀競技者賞」に４団体、「競技者賞」に２団体・７名の学生が
受賞し、ステージ上で賞状を授与されました。

優秀競技者賞

競 技 者 賞

【水　球】
●  水球部男子『第92回日本学生選手権水泳競技大会水球競技　３位』

●  水球部女子（「柏崎アクアクラブ」に所属参加）『第92回日本選手権水泳競技水
球競技　３位』

【ライフセービング】
●  佐々木勝馬（２年）、片山雄起（１年）（「柏崎ライフセービングクラブ」に所属参加）
『第29回全日本ライフセービングプール競技選手権大会男子４×25mマネキンリ
レー　７位』

●  髙橋志穂（３年）（「柏崎ライフセービングクラブ」に所属参加）『第42回全日本
ライフセービング選手権大会女子レスキューチューブレスキュー　７位』他

【卓　球】
●  宮澤僚太（４年）『第64回春季北信越学生卓球選手権大会男子シングルス　１位』

●  邱　文瑜（３年）『第28回夏季北信越学生卓球選手権大会女子シングルス　２位』

●  齋藤駿介（２年）『第28回夏季北信越学生卓球選手権大会男子シングルス　１位』

●  高橋将和（４年）、宮澤僚太（４年）『第64回春季北信越学生卓球選手権大会男子
ダブルス１位』

●  卓球部男子『第64回春季北信越学生卓球選手権大会男子団体　１位』

●  卓球部女子『第64回春季北信越学生卓球選手権大会女子団体　３位』

【空手道】
●  岡本　桜（２年）『第42回北信越学生空手道選手権大会女子個人組手　１位』

●  永井怜惟（２年）『第42回北信越学生空手道選手権大会男子個人組手　１位』

●  錦織　奨（２年）『第70回国民体育大会空手道競技新潟県予選会成年男子組手 軽
量級１位』

キュウ　ブンユ

水球部３年大口博史君（左）と長岡拓見君、
授賞おめでとう。

一昨年準Ｖ、昨年３位の男子水球部、
今年はてっぺんを目指せ！

体育・スポーツの振興に功績のあった団体や個人に対し毎年行っているものです。

　本学からは、「優秀競技者賞」に４団体、「競技者賞」に２団体・７名の学生が

体育・スポーツの振興に功績のあった団体や個人に対し毎年行っているものです。
ライフセービング右から青木さん（卒業生）、
佐々木君（２年）、片山君（1年）、加藤君（高３年）

ライフセービング部３年髙橋さん（写真中央）、
最終学年の今年、最高のパフォーマンスを目指します。

（「柏崎アクアクラブ」に所属参加）『第92回日本選手権水泳競技水

（「柏崎ライフセービングクラブ」に所属参加）

卓球部２年齋藤君、今年は部を牽引し
団体個人共に更なる高みを目指します。

（「柏崎ライフセービングクラブ」に所属参加）
『第29回全日本ライフセービングプール競技選手権大会男子４×25mマネキンリ

（「柏崎ライフセービングクラブ」に所属参加）
卓球部４年高橋君（右）と宮澤君、
ダブルスの連覇は圧巻でした。

（「柏崎ライフセービングクラブ」に所属参加）『第42回全日本
ライフセービング選手権大会女子レスキューチューブレスキュー　７位』他

（「柏崎ライフセービングクラブ」に所属参加）『第42回全日本

卓球男子団体（右から４年今井君、同宮澤君、同高橋君、
２年齋藤君）、今年も連覇を期待します。

『第64回春季北信越学生卓球選手権大会男子シングルス　１位』

『第28回夏季北信越学生卓球選手権大会女子シングルス　２位』

『第28回夏季北信越学生卓球選手権大会男子シングルス　１位』

卓球女子団体（右から４年佐竹さん、
２年加藤さん）、更なる上位を目指します。

『第28回夏季北信越学生卓球選手権大会男子シングルス　１位』

『第64回春季北信越学生卓球選手権大会男子

『第28回夏季北信越学生卓球選手権大会女子シングルス　２位』

『第28回夏季北信越学生卓球選手権大会男子シングルス　１位』

空手道部２年岡本さん、ブロック大会を連覇し
全国入賞を目指します。

空手道部部長２年錦織君、部を牽引し
全国上位入賞を目指します。

『第42回北信越学生空手道選手権大会女子個人組手　１位』

『第42回北信越学生空手道選手権大会男子個人組手　１位』

『第70回国民体育大会空手道競技新潟県予選会成年男子組手 軽
空手道部の中心選手である２年永井君、今秋の
公式大会幹事校として大いに貢献します。
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新潟産業大学の就職状況（就職課資料より）
2016年度 就職行事 拝見

１月末日現在の内定状況は下表のとおりで、全体の内定率94.5％です。
就 職 内 定 状 況

●言語・非言語WEBテスト（平成28年12月） ●就職活動集中対策講座（平成28年12月）

●資格取得等奨励金授与式（平成２９年１月）

●マナー・面接対策講座（平成28年11月）

●企業研究セミナー（平成29年２月）

●メークアップ講座（平成28年11月）

●就職活動出陣式（平成29年２月）

経 済 学 部
男　子 女　子 合　計

今

年

度

内定率（％） 95.3% 91.7% 94.5%
内定者数 41 11 52
上場企業内定率（％） 15.4% 18.2% 16.0%
上場企業内定者数 6 2 8
就職希望率（％） 97.7% 85.7% 94.8%
就職希望者数 43 12 55
卒業予定者 44 14 58

注１：外国人留学生を除く
注２：内定率（％）＝内定者数÷就職希望者数
注３：就職希望率（％）＝就職希望者数÷卒業予定者数
注４：上場企業内定率（％）＝上場企業内定者数÷{全内定者数－
                                                （公務員合格者数＋個人経営家業内定者数）}
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　わが母校の新潟産業大学の設立経過等をみてきま
した。
　それでは、わが母校と一緒に歩んできました校友
会はどんな歴史があるのでしょうか。毎年発行をし
ております「校友会報」により歴史をみていきたい
と思います。
　新潟産業大学校友会報（青濤会）は、創刊号が平
成７年４月25日に発行されています。当時の内容を
お知らせいたします。

平成７年４月　新潟産業大学校友会報（青濤会）
創刊号　発行

　記事の内容は、次のとおりであります。
　会長磯部氏の記事、学長金田氏の記事、大学の現
状、校友会の現況、会員（寄稿者）の近況、事務局
だより、当時の本部役員名簿が１ページ下段に載っ
ていました。名簿の一覧表は
会　長 磯部卯之吉
副会長 石塚　延栄　　事務局長　高橋　　章
　〃 西澤　裕明　　事務局　　苅部　光雄
　〃 佐々木英一
会計監事 加藤　　忍
　 〃  土田　　茂
 他に、５支部の支部長名であります。
　上記の本部役員の他に、学年幹事の氏名が記載さ

れていました。
　その後は、毎年４月に発行されておりますが、歴
代会長・副会長・事務局長・会計監事の皆様のご苦
労に対して敬意を表します。
　内容も素晴らしく、支部設立の経緯等が理解でき、
今日まで会報が毎年発行されて会員等の絆が生まれ
てきたと思っています。
　第３号では、学園創立50周年の記念すべき年であ
り、会員からの寄稿記事、校友会の組織整備と各支
部の活動内容であります。
　現在、各会員から毎年納入されています「運営年
会費」は、第４号の平成10年の会報で納入制度が説
明されています。

　この校友会報によって、過去の歴史、支部等の設
立経過、各支部等の活動がはっきりと歴史に刻まれ
ており、この歴史ある校友会報を今後も大切に、仲
間達へのお知らせ版として、発展させていく努力が
必要です。

　そのためには、各支部の役員の皆様を始め、短期
大学・産業大学の仲間がともに頑張っていくことが
大切であります。
　今後も、校友会の発展にご理解・ご協力をお願い
いたします。

文責　事務局（短17期）内山和博

新潟産業大学校友会の設立経過等について

　
写
真
集
が
私
の
所
へ
送
ら
れ
て
き
た
の
は
、
平
成
27
年
（
２

０
１
５
）
12
月
末
の
事
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
３
ヵ
月
後
、
彼
は

78
才
の
生
涯
を
終
え
た
。

　
あ
ま
り
に
も
突
然
の
訃
報
で
あ
る
。
元
中
頸
城
板
倉
町
立
寺

野
小
学
校
長
を
務
め
た
。
退
職
後
は
、
柏
崎
市
南
鯖
石
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
振
興
協
議
会
長
も
務
め
た
。
同
年
期
の
私
と
は
、
野
球

交
流
や
授
業
交
流
を
や
っ
た
仲
間
で
あ
る
。

　
私
へ
送
っ
た
一
筆
文
は
私
に
と
っ
て
遺
言
と
な
っ
た
。「
年

賀
状
を
書
い
て
い
て
、
小
栗
さ
ん
の
所
へ
来
た
時
、
社
会
学
者

で
あ
ら
れ
る
小
栗
さ
ん
な
ら
い
つ
か
棚
田
が
な
く
な
る
事
、
御

理
解
下
さ
る
と
思
い
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」。
中
略

　
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
の
実
力
者
。
マ
イ
カ
メ
ラ
を
手
に
し
た

の
は
小
学
生
の
頃
と

聞
く
。
各
種
写
真
展

に
も
何
回
も
入
賞
さ

れ
て
い
る
。

　「
忘
れ
ま
い
貴
男

の
熱
い
棚
田
へ
の
想

い
を
　
忘
れ
ま
い
貴

方
の
残
し
た
ブ
ナ
林

や
棚
田
へ
の
限
り
な

い
愛
を
」。
合
掌

　（
短
11
期
） 

小
栗
俊
郎

故
　
行
田
修
造
氏（
短
９
期
）の
私
へ
の
遺
言

「
越
後
の
棚
田
と
ブ
ナ
」
写
真
集
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前
回
の
支
部
総
会
は
平
成
25
年
７
月
で

し
た
。
３
年
振
り
の
支
部
総
会
を
28
年
９

月
10
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
則
上
で
は
２
ヵ
年
ご
と
の
開
催
な
の

で
す
が
、
当
該
年
度
の
本
部
総
会
と
の
重

複
を
避
け
ま
し
た
。

　

上
越
支
部
で
は
総
会
の
都
度
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
「
講
演
会
」
を
持
つ
こ
と
に
し
て

お
り
、こ
の
た
び
は
「
上
杉
家
と
真
田
丸
」

と
題
し
て
、
日
本
の
歴
史
並
び
に
郷
土
史

学
者
で
地
元
居
多
神
社
宮
司
の
花
ケ
前
盛

明
氏
を
招
へ
い
し
ま
し
た
。

　

事
前
に
地
元
紙
で
Ｐ
Ｒ
し
て
一
般
の

方
々
に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

来
賓
の
秋
山
学
長
補
佐
・
小
栗
校
友
会

長
・
石
塚
校
友
会
顧
問
を
は
じ
め
支
部
同

窓
生
と
若
干
の
一
般
の
方
々
総
勢
50
余
名

の
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
の
支
部
総
会
で
の
ね
ら
い

は
、
何
と
言
っ
て
も
青
年
部
組
織
を
支
部

の
中
枢
に
位
置
付
け
る
こ
と
の
意
義
を
担

っ
た
総
会
で
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
な
り
の

役
員
改
選
構
成
が
出
来
あ
が
り
ま
し
た
。

　

上
越
支
部
の
強
さ
は
昭
和
36
年
か
ら
６

年
間
の
上
越
教
室
夜
間
部
を
巣
立
っ
た
同

窓
諸
兄
が
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
し
て
お

り
、
異
業
種
の
面
々
が
産
大
支
部
校
友
会

の
場
で
貴
重
な
交
流
が
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
今
後
は
こ
れ
に
加
え
て
、
青

年
部
諸
君
の
積
極
的
な
活
躍
に
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

支
部
顧
問
に
就
い
て
頂
い
た
松
苗
前
支

部
長
に
お
か
れ
て
は
、
元
佐
藤
支
部
長
の

後
を
引
き
継
が
れ
、
校
友
会
に
上
越
支
部

有
り
と
ご
活
躍
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

尚
、
本
年
度
は
支
部
総
会
終
了
後
、
一

般
市
民
も
対
象
に
し
ま
し
た
講
演
会
が
開

催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
司
会
者
は

青
年
部
の
風
間
さ
ん
が
行
い
、
多
い
に
盛

会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
昨
年
放
送
さ
れ
ま
し
た
大
河

ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
に
関
係
し
ま
し
た
真

田
一
族
と
上
杉
景
勝
関
係
で
あ
り
ま
す
。

真
田
信
繁
は
人
質
と
し
て
上
杉
家
に
仕
え

た
。
そ
の
後
、真
田
兄
弟
は
東
軍
（
信
之
）

と
西
軍
（
信
繁
）
が
敵
・
味
方
に
分
か
れ

て
戦
い
ま
す
が
、
信
繁
は
徳
川
家
康
の
本

陣
に
突
入
し
て
壮
絶
な
戦
い
で
討
ち
死
に

し
ま
す
。
し
か
し
、
信
之
が
東
軍
で
あ
り

勝
利
し
た
の
で
、
後
に
松
代
城
の
城
主
と

な
り
真
田
家
は
幕
末
ま
で
の
こ
り
ま
す
。

兄
の
信
之
は
弟
信
繁
の
こ
と
を
褒
め
て
お

り
ま
す
。

　

以
上
概
要
で
す
が
、
講
演
会
内
容
を
紹

介
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
関
東
支
部
長
に
な
り

ま
し
た
臼
杵
（
う
す
き
）
と
申
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
６
月
26
日
に
、
東
京
・
上
野

の
新
潟
県
人
会
館
で
開
催
さ
れ
た
関
東
支

部
総
会
で
、
支
部
長
職
を
拝
命
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
関
東
会
員
数
７
２
０
名

の
組
織
の
舵
取
り
を
行
う
代
表
者
と
し
て

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
感
じ
て
お
り
ま

す
が
、頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

他
支
部
も
同
様
か
と
思
い
ま
す
が
、
産
大

卒
会
員
の
本
部
、
支
部
主
催
の
行
事
の
参

支

部

だ

よ

り

上
越
支
部
総
会
開
催
と
講
演
会

上
越
支
部
長

野
本

　宏
之
（
短
15
期
）

関
東
支
部
総
会
開
催

関
東
支
部
長

臼
杵

　信
雄
（
大
１
期
）
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加
率
が
低
調
な
た
め
、
参
加
し
た
く
な
る

よ
う
な
、
ま
た
参
加
し
や
す
い
行
事
の
創

設
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

例
え
と
し
て
、
毎
年
５
月
に
東
京
・
新
宿

タ
カ
シ
マ
ヤ
で
開
催
さ
れ
る
「
大
学
は
お

い
し
い
フ
ェ
ア
」
で
、
現
役
生
が
、
柏
崎

の
お
せ
ん
べ
い
や
お
酒
を
販
売
す
る
ブ
ー

ス
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
時
期
に
あ
わ

せ
て
、
支
部
会
議
の
開
催
と
激
励
を
兼
ね

て
ブ
ー
ス
を
訪
問
す
る
こ
と
も
で
き
た
ら

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
柏
崎
専
門

学
校
卒
業
生
、
新
潟
短
期
大
学
卒
業
生
、

新
潟
産
業
大
学
卒
業
生
の
共
通
の
ふ
る
さ

と
で
あ
る
柏
崎
に
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
チ

ャ
ー
タ
ー
し
、
柏
崎
の
名
所
、
現
在
の
学

校
を
見
学
し
、
夜
は
、
じ
ょ
ん
の
び
村
で

温
泉
宴
会
な
ど
が
開
け
た
ら
、
卒
業
生
同

士
の
交
流
が
深
ま
る
と
と
も
に
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
柏
崎
へ
の
経
済
貢
献
に

繋
が
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
26
日
に
本
年
度
の
支
部
総
会
を
魚

沼
市
大
湯
温
泉
で
開
催
し
ま
し
た
。
本
部

よ
り
事
務
局
長
・
内
山
和
博
様
、
青
年
部

事
務
局
長
・
海
南
李
江
様
か
ら
ご
臨
席
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
来
賓
と
し
て
、
前
本
部
事
務

局
長
・
片
桐
健
三
様
、
新
潟
支
部
長
・
北

村
稔
様
、
長
岡
支
部
長
・
樋
口
栄
治
様
、

柏
刈
支
部
長
・
細
山
光
夫
様
か
ら
ご
臨
席

を
賜
わ
り
ま
し
た
。

　

協
議
に
お
い
て
は
、
支
部
総
会
へ
の
出

席
者
を
ど
の
よ
う
に
し
て
増
や
し
て
い
っ

た
ら
良
い
の
か
、
特
に
、
青
年
部
員
の
出

席
や
交
流
の
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て
、
熱

心
に
話
し
合
い
ま
し
た
。
魚
沼
支
部
青
年

部
の
設
立
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
出
席
者
15
名

全
員
か
ら
自
己
紹
介
を
か
ね
て
発
言
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

桾
沢
英
夫
氏
か
ら
は
、
大
学
の
公
立
化

実
現
の
た
め
に
は
、
同
窓
会
の
結
束
が
重

要
で
あ
る
こ
と
、
片
桐
健
三
氏
か
ら
、
公

立
化
の
問
題
は
み
ん
な
が
心
配
し
て
い
る

が
、
今
一
歩
の
行
動
が
起
き
て
い
な
い
こ

と
、
五
十
嵐
伊
三
郎
氏
か
ら
、
校
友
会
も

大
い
に
応
援
し
て
公
立
化
を
実
現
し
て
い

こ
う
で
は
な
い
か
、
な
ど
の
ご
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
他
の
出
席
者
か
ら
も
賛
同
の

ご
発
言
が
あ
り
、
大
変
有
意
義
な
支
部
総

会
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

妙
高
支
部
が
発
足
し
て
11
年
。
第
６
回

の
定
期
総
会
が
、
９
月
４
日
に
矢
代
ふ
れ

あ
い
の
里
「
友
楽
里
館
（
ゆ
ら
り
か
ん
）」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
気
温
34
度
の
残
暑
の
中
、
大
学

か
ら
秋
山
学
長
補
佐
、
校
友
会
本
部
よ
り

小
栗
会
長
、
内
山
事
務
局
長
を
初
め
役
職

員
の
方
々
と
、
他
支
部
の
支
部
長
様
な
ど

多
数
の
来
賓
の
ご
参
会
を
い
た
だ
き
、
総

勢
18
名
で
こ
れ
ま
で
で
最
多
数
の
総
会
と

な
り
、
大
き
な
喜
び
で
し
た
。

　

今
回
、
初
め
て
総
会
の
案
内
に
出
欠
席

の
返
信
用
ハ
ガ
キ
の
同
封
を
試
み
ま
し
た

が
、
返
信
率
43
％
、
う
ち
大
卒
は
17
％
で

今
後
の
課
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

２
年
に
１
回
の
総
会
に
、
ぜ
ひ

出
席
い
た
だ
き
た
い
と
強
く
念
じ

て
い
ま
す
。

　

議
題
の
う
ち
役
員
改
選
で
は
、

私
が
第
２
代
の
支
部
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
事

務
局
長
と
青
年
部
長
に
は
大
卒
会

員
の
就
任
が
得
ら
れ
、
心
強
く
な

り
ま
し
た
。
今
後
、
初
め
て
と
な

る
役
員
会
を
開
く
計
画
を
し
て
い

ま
す
。
役
員
の
連
携
を
深
め
、
会

員
と
の
結
び
つ
き
の
強
化
を
図
っ

て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

魚
沼
支
部
総
会
開
催魚

沼
支
部
長

渡
辺
　
　
勲

　
　
　
　（短
18
期
）

妙
高
支
部
総
会
開
催

妙
高
支
部
長

瀬
戸

　満
雄
（
短
13
期
）
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10
月
１
日
（
土
）、
旅
館
「
い
せ
や
」

を
会
場
に
支
部
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

　

佐
渡
支
部
創
設
六
回
を
数
え
る
今
回
の

総
会
は
、
本
部
よ
り
来
賓
と
し
て
、
小
栗

会
長
様
・
内
山
事
務
局
長
様
に
お
出
で
い

た
だ
い
た
。
ま
た
、
前
日
に
海
外
か
ら
帰

宅
し
た
ば
か
り
だ
と
い
う
、
渡
邊
県
央
支

部
長
様
も
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
お
忙
し
い
中
、
遠
路
遙
々

お
出
で
く
だ
さ
っ
た
皆
様
方
に
心
か
ら
お

礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

総
会
の
席
上
で
は
小
栗
会
長

様
・
内
山
事
務
局
長
様
か
ら
は
校

友
会
本
部
の
現
状
や
、
佐
渡
支
部

運
営
へ
の
温
か
い
ご
助
言
・
激
励

を
い
た
だ
い
た
。
小
栗
会
長
様
の

「
も
う
短
大
の
時
代
で
は
な
い
。

世
代
交
代
を
」と
言
わ
れ
た
言
葉
。

内
山
事
務
局
長
様
の
「
支
部
あ
っ

て
の
本
部
で
あ
る
。
一
体
と
な
っ

て
や
っ
て
い
き
た
い
。」
と
の
言

葉
が
強
く
心
に
響
い
た
。

　

渡
邊
県
央
支
部
長
様
の
乾
杯
で

始
ま
っ
た
懇
親
会
は
、
佐
渡
の
美

酒
に
浸
り
な
が
ら
、
膝
を
交
え
て

和
や
か
に
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

出
来
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
参
加
者
の
顔
ぶ

れ
が
固
定
化
し
つ
つ
あ
る
が
、
私

を
除
い
て
他
は
大
卒
の
面
々
で
あ

る
。
着
実
な
世
代
交
代
に
向
け
、

次
回
こ
そ
は
、
大
卒
の
会
員
の
参

加
者
を
増
や
す
よ
う
働
き
掛
け
て

い
き
た
い
。

　

７
月
30
日
、新
潟
産
業
大
学
に
お
い
て
、

柏
崎
刈
羽
支
部
の
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
会
議
に
お
い
て
２
点
の
提
案
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
了
承
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
詳
細
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

１
、
当
支
部
の
総
会
を
２
年
に
１
回
、

実
施
す
る
よ
う
調
整
し
た
こ
と
。
平
成
29

年
度
か
ら
他
の
支
部
と
同
様
、
支
部
総
会

を
２
年
に
１
回
の
開
催
と
し
ま
す
。
総
会
の

な
い
年
は
常
任
幹
事
会
を
開
催
す
る
。
２
、

役
員
交
代
を
お
願
い
し
ま
し
た
。（
新
規
役

員
６
名
、
９
名
の
役
員
方
々
の
ご
勇
退
）

　

現
在
、大
学
で
は
、「
公
立
大
学
法
人
化
」

に
つ
い
て
、
議
論
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
柏

崎
市
当
局
の
方
針
が
、
一
時
保
留
と
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
12
月
に
新
市
長

と
な
り
『
新
潟
産
業
大
学
の
公
立
大
学
法

人
化
の
問
題
に
つ
い
て
は
、２
０
１
７
（
平

成
29
）
年
度
中
に
、
一
定
の
方
向
を
出
す
。

そ
の
た
め
の
検
討
を
進
め
る
。』
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
元
の
支
部
と
し
て
、
大
学
存

続
の
た
め
に
い
い
結
論
が
さ
れ
る
よ
う
に
、

校
友
会
本
部
と
も
協
力
し
て
い
く
所
存
で

す
。
今
後
と
も
支
部
内
会
員
方
々
様
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

佐
渡
支
部
総
会
開
催

佐
渡
支
部
長

濱
田

　
　毅
（
短
18
期
）

支
部
総
会
に
出
席
し
て

柏
崎
刈
羽
支
部
長

細
山

　光
夫

　
　
　
　（
大
１
期
）

運営年会費の納入御礼とお願い
　校友会員の大勢の皆様から、運営年会費を納入して頂きありがとうございました。みなさんの暖
かい気持ちに支えられていることに改めて感謝し、厚く御礼申し上げます。
　ご承知のように、運営年会費は校友会報の発行費用や各支部の運営補助金など活動資金の支
援費として使用されております。また、会報も内容を更に充実させ、皆様から愛される校友会報にし
たいものと頑張っております。
　諸事ご都合もおありかと思いますが、是非とも、このような趣旨をご理解頂きご協力よろしくお
願い申し上げます。
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９
月
１
日
（
木
）「
第
10
回
新
潟
産
業
大
学

16
会
」同
級
会
を
長
岡
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
残
暑
の
中
、
遠
く
は
新
潟
市
、
見

附
市
そ
し
て
地
元
長
岡
の
13
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

２
年
ぶ
り
の
開
催
と
あ
っ
て
、
懐
か
し
さ

と
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
会
話
と
笑
い
に

つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

　

同
級
生
か
ら
は
病
気
の
話
、
趣
味
の
話
、

将
来
の
話
し
な
ど
「
動
く
と
疲
れ
る
し
体
が

つ
い
て
こ
ね
っ
て
」「
男
は
卒
業
し
た
な
」

「
今
は
何
に
も
し
て
な
い
ヒ
マ
だ
こ
っ
つ
ぁ
」

等
々
の
会
話
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

70
歳
を
超
え
て
未
だ
仕
事
を
継
続
し
て
い

る
会
長
・
社
長
が
５
人
も
居
ま
し
た
。

　

次
回
は
「
コ
ン
パ
を
呼
ぼ
う
」
と
掛
け
声

は
す
る
け
れ
ど
、
い
つ
も
酒
が
入
っ
た
時
だ

け
で
毎
回
、
ま
ぼ
ろ
し
に
終
わ
っ
て
い
る
。

い
つ
実
現
す
る
や
ら
…
…
。

　

残
念
な
が
ら
過
去
10
年
間
に
一
度
も
参
加

し
な
い
８
名
の
方
は
次
回
か
ら
対
象
か
ら
は

ず
す
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
「
１
万
円
く
ら
い
で
長
岡
以
外
で

や
ろ
う
」
と
か
「
泊
り
で
行
こ
う
」「
温
泉

で
や
ろ
う
」
と
威
勢
の
い
い
声
が
飛
び
交
う

中
、
再
会
を
誓
い
解
散
し
ま
し
た
。

　

十
九
期
の
有
志
で
始
め
た
親
睦
会
（
た
ま

に
研
修
も
）
も
早
い
も
の
で
八
年
目
を
終
え

よ
う
と
し
て
い
る
。

　

全
員
が
定
年
退
職
し
た
平
成
21
年
秋
、
月

岡
温
泉
で
再
会
を
果
た
し
た
の
が
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
年
交
代
制
の
幹
事
が

決
定
し
た
場
所
へ
参
集
し
親
睦
を
深
め
て
き

た
。
ち
な
み
に
月
岡
以
降
は
松
之
山
、
六
日

町
、
弥
彦
、
柏
崎
、
阿
賀
、
松
代
、
湯
沢
と

県
内
を
巡
っ
た
。
各
地
の
名
所
・
旧
跡
を
訪

ね
た
り
母
校
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
も

し
た
。

　

四
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
メ
ン
バ
ー
も
少
し

ず
つ
増
え
現
在
は
八
～
十
人
と
い
う
と
こ
ろ

で
あ
る
。
学
生
時
代
の
サ
ー
ク
ル
活
動
で
お

世
話
に
な
っ
た
先
輩
に
も
打
診
し
快
く
出
席

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

日
程
は
と
い
う
と
、
特
別
な
計
画
が
な
い

限
り
夕
方
４
時
こ
ろ
現
地
集
合
と
な
る
。
翌

日
の
予
定
は
宴
会
時
の
話
し
合
い
で
決
ま

る
。歴
史
的
建
造
物
、古
城
跡
、景
勝
地
等
々
、

県
内
に
は
ま
だ
た
く
さ
ん
の
見
ど
こ
ろ
あ
り

を
実
感
す
る
。

　

今
年
度
は
紅
葉
が
盛
り
を
む
か
え
た
妙
高

市
の
関
温
泉
に
宿
を
と
っ
た
。
近
づ
く
に
つ

れ
妙
高
山
の
偉
容
に
圧
倒
さ
れ
る
。

　

皆
元
気
に
参
集
で
き
た
こ
と
を
喜
び
合

い
、
先
ず
は
お
風
呂
と
な
る
。
宴
会
は
一
次

会
、
二
次
会
と
日
付
が
変
わ
る
こ
ろ
ま
で
続

く
が
そ
れ
で
も
足
り
な
い
く
ら
い
だ
。

　

翌
朝
深
い
霧
の
中
、
再
会
を
約
し
て
車
中

の
人
と
な
る
。

　

７
月
９
日
、
柏
崎
市
文
化
会
館
ア
ル

フ
ォ
ー
レ
で
開
催
し
ま
し
た
。
一
次
会
・
二

次
会
あ
わ
せ
て
25
名
の
参
加
で
遠
く
は
東

京
、
宮
城
、
群
馬
、
長
野
、
富
山
か
ら
駆
け

つ
け
て
頂
き
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
当
時
私

達
生
徒
に
、
兄
弟
の
よ
う
に
接
し
て
頂
い
た

事
務
局
の
内
山
様
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
会

場
は
、
懐
か
し
い
顔
と
今
昔
話
に
花
が
咲
き

学
生
に
戻
っ
た
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

思
い
出
の
柏
崎
市
の
各
所
を
ビ
デ
オ
上
映

し
ま
し
た
。
事
前
に
幹
事
で
、
え
ん
ま
市

の
東
本
町
、
日
本
海
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ

ケ
ー
プ
、
中
央
海
岸
、
白
竜
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

Ｊ
Ｒ
安
田
駅
、
新
潟
産
業
大
学
、
新
潟
産
業

大
学
附
属
高
校
、
欠
席
者
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

を
撮
影
し
ま
し
た
。
撮
影
す
る
前
か
ら
新
潟

短
大
の
校
舎
は
無
く
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
産
大
附
属
高
校
の
中
に
、
突
然
、
短

大
の
講
堂
校
舎
が
現
れ
て
胸
が
熱
く
な
り
涙

目
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
か
に
、
蒲
鉾
型
体
育

館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
池
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、

学
生
時
代
の
学
び
の
場
所
に
逢
え
て
本
当
に

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

急
な
校
内
の
見
学
撮
影
の
お
願
い
を
快
く

ご
理
解
し
て
頂
い
た
事
務
局
様
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

今
回
、
短
39
回
卒
業
生
の
ラ
イ
ン
グ
ル
ー

プ
を
立
上
げ
ま
し
た
。
立
上
げ
の
切
っ
掛
け

は
、
同
級
会
に
参
加
で
き
な
い
方
か
ら
同
級

会
・
同
級
生
の
写
真
を
見
る
と
元
気
が
出
ま

す
と
い
う
声
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
ラ
イ
ン

は
、
個
々
が
見
つ
け
た
情
報
（
産
大
、
附
属

高
校
、
柏
崎
等
）、
趣
味
、
食
物
、
故
郷
の

話
等
、
み
ん
な
繋
が
っ
て
広
が
れ
ば
良
い
な

あ
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
の
同
級
会
に
は
、
多
く
の
人
に
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
潟
産
業
大
学
・
校
友
会
様
、
新
潟
産
業

大
学
附
属
高
校
様
の
更
な
る
ご
発
展
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

同級会たより
「
第
10
回
新
潟
産
業
大
学
16
会
」

同
級
会
開
催

北
村
　
　稔

こ
れ
か
ら
も
元
気
に

　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　
　増
井
　
　建

短
39
回 

第
３
回
同
級
会
開
催
と

短
大
発
見
！

  

　
　
　
　
　
　
髙
山（
金
子
）正
英
（
短
39
期
）
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本
年
度
、
わ
が
母
校
新
潟
産
業
大
学
は

創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

昭
和
22
年
に
創
立
さ
れ
て
数
々
の
歴
史

を
作
り
な
が
ら
70
年
の
歴
史
あ
る
年
を
迎

え
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
平
成
28
年
度
は
13
支
部
の

中
、
６
支
部
で
定
期
総
会
が
６
月
か
ら
10

月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
き
な

特
色
と
し
て
役
員
改
選
が
実
施
さ
れ
役
員

の
若
返
り
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
若
い
役
員
の
基
で
支
部
活
動

が
充
実
す
る
の
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

定
期
総
会
を
開
催
し
な
い
支
部
で
は
、

次
期
支
部
総
会
に
備
え
、
今
後
の
活
動
方

針
等
を
協
議
す
べ
く
役
員
会
・
幹
事
会
を

開
催
し
会
員
等
の
絆
・
情
報
・
活
動
等
の

協
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
本
部
定
期
役
員
会　

５
月
21
日
（
土
）

柏
崎
市
・
産
業
文
化
会
館

事
業
報
告
・
収
支
決
算
お
よ
び
事
業
計

画
・
収
支
予
算
を
審
議
承
認
・
新
役
員

報
告
と
紹
介

◇
支
部
長
・
事
務
局
長
会
議　

10
月
17
日

（
土
）
長
岡
市
・
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡

他
支
部
の
状
況
・
定
期
大
会
の
報
告
・

運
営
年
会
費
の
納
入
状
況
等
の
報
告
お

よ
び
情
報
交
換

◇
新
年
度
事
業
計
画
・
お
よ
び
予
算
会
議

　

３
月　

柏
崎
市

◇
各
支
部
総
会
の
開
催
日
は
次
の
と
お
り

で
す

関
東
支
部　

６
月
26
日
（
日
）

　

東
京
都
内
・
東
京
新
潟
県
人
会
館

魚
沼
支
部　

６
月
26
日
（
日
）

　

魚
沼
市
・
大
湯
温
泉
・
友
家
ホ
テ
ル

柏
崎
刈
羽
支
部　

７
月
30
日
（
土
）

　

柏
崎
市
・
新
潟
産
業
大
学

妙
高
支
部　

９
月
４
日
（
日
）

　

妙
高
市
・
矢
代
ふ
れ
あ
い
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
楽
会
館

上
越
支
部　

９
月
10
日
（
土
）

 
 

　
（
講
演
会
併
催
）

　

上
越
市
・
直
江
津
学
び
の
交
流
館

佐
渡
支
部　

10
月
１
日
（
土
）

　

佐
渡
市
・
い
せ
や

青
年
部　
　

　

７
月
16
日　

役
員
会

　

11
月
５
日　

役
員
懇
親
会　

長
岡
市

　
　

講
演
会
開
催

　
　
「
講
師　

新
潟
産
業
大
学
准
教
授

　
　
　
　
　
　
　

 　

蓮
池　

薫　

様
」

29
年
２
月
４
日　

三
役
会
議

◇
各
支
部
役
員
会
・
幹
事
会
の
開
催
日
は

次
の
と
お
り
で
す
。

新
潟
支
部 

12
月
17
日　

新
潟
市

新
潟
県
央
支
部 

11
月
12
日　

三
条
市

長
岡
支
部 

８
月
10
日　

長
岡
市

柏
崎
刈
羽
支
部 

７
月
７
日　

柏
崎
市

上
越
支
部 

７
月
13
日　

上
越
市

妙
高
支
部 

11
月
12
日　

妙
高
市

関
東
支
部 

６
月
４
日　

東
京
都
内

長
野
支
部 

11
月
26
日　

長
野
市

飯
豊
支
部
・
北
陸
支
部
・
東
海
支
部
は
、

適
宜
三
役
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◇
同
期
の
会
開
催
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新
潟
産
大
16
会 

９
月　

長
岡
市

新
潟
短
大
第
19
期
会 

10
月　

妙
高
市

新
潟
短
大
第
39
期
会 

７
月　

柏
崎
市

久
味
山
会 

10
月　

柏
崎
市

◇
本
部
定
期
役
員
会

 
 

６
月
17
日　

柏
崎
市

◇
青
年
部
役
員
会  

７
月　

柏
崎
市

◇
支
部
長
・
事
務
局
長
会
議

 
 

10
月
上
旬　

長
岡
市

◇
本
部
講
演
会 

 

11
月
４
日　

新
潟
市

　
　
「
講
師　

前
宮
崎
県
知
事

東
国
原
英
夫　

様
」

◇
各
支
部
総
会
の
開
催
予
定
は
次
の
と
お

り
で
す
。

飯
豊
支
部 

７
月　

新
発
田
市

新
潟
支
部 

７
月
15
日　

新
潟
市

新
潟
県
央
支
部 

９
月　

三
条
市

長
岡
支
部 

９
月　

長
岡
市

北
陸
支
部 

５
月　

富
山
市

長
野
支
部 

11
月　

長
野
市

東
海
支
部 

11
月　

名
古
屋
市

　

平
成
29
年
度
は
、
わ
が
母
校
創
立
70
周

年
の
年
で
あ
り
ま
す
。
大
学
と
校
友
会
が

連
携
を
強
化
し
て
、悲
願
で
あ
り
ま
す「
公

立
化
」
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

各
支
部
は
も
ち
ろ
ん
青
年
部
と
情
報
を

共
有
化
し
て
実
り
あ
る
年
に
い
た
し
ま
し

ょ
う
。　
　
　
　

内
山
和
博
　（
短
17
期
）

平
成
28
年
度
の
動
き

平
成
29
年
度
予
定
さ
れ
る
動
き

編
集
後
記

◇
本
部
事
務
局
開
局
日
：
月
、
火
、
木
、
金

　
の
各
曜
日
　
10
時
〜
15
時
ま
で

　
〒
９
４
５－

１
３
９
３

　
柏
崎
市
軽
井
川
４
７
３
０

　
新
潟
産
業
大
学
校
友
会
事
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